
平成２９年度第２回松伏町総合教育会議議事録 
開 催 日 時 平成２９年１０月１８日（水） 

午後４時００分から午後５時１５分まで 
会 議 会 場 松伏町役場本庁舎３階 第二会議室 

出

 

席

 

者

 

氏

 

名 

構 成 員 

松伏町長               鈴木   勝 
松伏町教育委員会教育長        佐藤  哲士 
松伏町教育委員会教育長職務代理    若盛  正城 
松伏町教育委員会教育委員       田口  嘉則 
松伏町教育委員会教育委員       谷ケ﨑由紀子 
松伏町教育委員会教育委員       渡邊  淳 子 

事務局等 

企画財政課長             石川   敏 
企画財政課主幹            目黒  健 二 
企画財政課主事            鈴木  陵平 
企画財政課主事            渡邉  麻子 
教育総務課長             長井  勝利 
教育文化振興課長           山﨑  章夫 
教育総務課主幹            渡辺  武 志 
教育総務課主任指導主事        坂寄  秀彰 
教育総務課副主幹           岡本  正 央 

欠 席 者 なし 
傍 聴 人 １名 

次  第 
（協議又は調整が

行われた事項） 

１ 開会 
２ 町長挨拶 
３ 教育委員長挨拶 
４ 協議・調整事項 

（１）平成３０年度当初予算編成スケジュールについて 

（２）平成２９年度上半期における町内小中学校のいじめの発生

状況について 

（３）平成２９年４月実施の全国学力・学習状況調査、埼玉県学力・

学習状況調査の結果について 

５ その他 
６ 閉会 

配布資料 ・平成２９年度第２回松伏町総合教育会議次第 
・平成２９年度第２回松伏町総合教育会議出席者名簿 
・平成３０年度当初予算編成・査定等スケジュール 
・平成２９年度 第１回生徒指導に関する調査結果 
・【松伏町】全国学力・学習状況調査の分析（概要） 
・平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査結果≪松伏町≫ 
・平成２９年度 埼玉県学力・学習状況調査 市町村別結果一覧 
・松伏町総合教育会議運営要綱 
・松伏町総合教育会議傍聴要綱  
・松伏町総合教育会議傍聴要綱運用基準 



議事録作成者 企画財政課総合政策担当 主事 渡邉 麻子 
 
協議又は調整の要旨 

議事 発言者 発言内容・決定事項 
１ 開会 事務局 会議の開会を宣言 
２ 町長挨拶 町長 町長の挨拶 
３ 教育長挨拶 教育長 教育長の挨拶 
４ 協議・調整事項   
会議録署名人の確認 事務局 会議録の署名人は、町長部局側で町長と教育委

員会側で会議ごとに出席者名簿の順に従って、

１人ずつ署名いただくこととなっているため、

署名人は、町長と若盛教育長職務代理となる旨

報告する。 
（１）平成３０年度

当初予算編成スケジ

ュールについて 

 

事務局 協議・調整事項の進行は、会議招集者である町

長に依頼する。 
町長（議長） 次第 ４ 協議・調整事項の（１）平成３０年度

当初予算編成スケジュールについて事務局より

説明を求める。 
事務局 ・平成３０年度当初予算編成・査定等スケジュ

ールの資料を用いて、平成３０年度当初予算の

議会上程までのスケジュールを説明。 
町長（議長） 質問等を求める。 
教育長職務代

理者 
・各学校の校長に、予算について一部裁量権を

与えることが出来れば、特色ある学校づくりの

一助となると考えるが、裁量権を与えることは

出来ないのか。 
事務局 ・校長の裁量権について、以前は他市町にあっ

たが、現在はないと思われる。学校ごとに必要

なものを上げていただければ、内容についてヒ

アリングをさせていただく。 
教育長職務代

理者 
・予算、各学校どのようなものでも要求してよ

いのか。 
事務局 ・予算要求については、修繕に関するものと物

品として必要なものとで優先順位をつけて要求

していただき、本当に必要なものは何かをヒア

リングさせていただく。更にその上で取りまと

めたものを企画財政課のヒアリングにて判断し

ている。 
町長（議長） ・各学校は、どのようにして一般職員から予算

についての意見を聞いているのか。 
事務局 ・各学校、手法はさまざまだが、事務職員から

照会を出す、各教科、各領域において必要なも

のを取りまとめる等、いずれにしても職員全員



に呼びかける場があり、意見が反映されている

と考える。 
田口委員 ・予算編成方針通知は、企画財政課から通知さ

れるものか。 
事務局 ・予算編成について考え方を取りまとめ、企画

財課長名にて留意事項を通知している。 
教育長職務代

理者 
・予算編成についての町の方針について、我々

が見ることは可能か。 
事務局 ・情報公開請求をしていただければ、可能であ

る。 
町長（議長） その他意見・質問等を求める。 
構成員 【意見・質問なし】 

（２）平成２９年度

上半期における町内

小中学校のいじめの

発生状況について 

 

町長（議長） 次に、４ 協議・調整事項の（２）平成２９年度

上半期における町内小中学校のいじめの発生状

況について事務局より説明を求める。 

事務局 ・平成２９年度 第１回生徒指導に関する調査

結果の資料を用いて、各事項の件数等の報告及

び説明を行った。 
・暴力行為の件数について、中学校は昨年度と

同様、１件となっている。 
・平成２９年度第１回総合教育会議において説

明したが、平成２９年度から、いじめの捉え方

について、悪口やからかい等もいじめとして認

知しているため、前年度と比べ件数が増加して

いる。 
町長（議長） 質問等を求める。 
委員 ・不登校の件数について、不登校の基準はある

のか。また、登校しても保健室等で過ごす児童、

生徒も報告された件数に含まれているのか。 
事務局 ・登校しても保健室等で過ごす児童、生徒につ

いては、報告件数に含まれていない。報告した

件数については、３０日以上の長期欠席者数と

なっている。 
教育長職務代

理者 
・登校しても保健室等で過ごす児童、生徒の数

について、各学校で把握し、対応は出来ている

のか。 
事務局 ・登校しても保健室等で過ごす児童、生徒の数

については、各学校より毎月報告いただいてお

り、状況はしっかりと把握出来ている。また、担

任、教頭、校長等が連携を取って対応している

ところであり、今後これ以上増えないようにし

ていきたい。 
教育長職務代 ・保健室等へ登校している児童、生徒の原因に



理者 ついては把握しているか。 
事務局 ・毎月提出いただいている報告書に主たる原因

について記入する項目があり、おおよその原因

については把握が出来ている。原因が多岐に渡

り、把握が出来ていない部分もあるが、学校か

ら細やかに報告を受けているため、今後全ての

原因を明確に把握していきたいと考える。 
町長（議長） ・暴力行為の件数について、どのような行為を

暴力行為とカウントするのか、どのような基準

になっているのか。 
事務局 ・両者が手などを出し、肉体的に接触した場合

に暴力行為とカウントしており、一方のみの場

合にはカウントしていない。一方が手などを出

した場合については、いじめとして認知してい

る。 
町長（議長） その他意見・質問等を求める。 
構成員 【意見・質問なし】 

（３）平成２９年４

月実施の全国学力・

学習状況調査、埼玉

県学力・学習状況調

査の結果について 

 

町長（議長） 次に、４ 協議・調整事項の（３）平成２９年４

月実施の全国学力・学習状況調査、埼玉県学力・

学習状況調査の結果について事務局より説明を

求める。 

事務局 ・【松伏町】全国学力・学習状況調査の分析

（概要）の資料を用いて、説明を行った。 
・教科に関する調査の小学校について、すべて

の調査において全国平均正答率よりも低い結果

となったが差は縮まっており、無回答率につい

ては全国よりも少なく、粘り強く問題を解こう

とする児童は多い。 
・教科に関する調査の中学校について、すべて

の調査において全国平均正答率よりも低く、無

回答率は全国よりも高くなっているが、数学Ｂ

については全国平均正答率との差は縮まった。 
・質問紙調査において、授業の予習・復習につ

いては全国平均を上回り、熱心に取り組んでい

ると言える。 
町長（議長） 質問等を求める。 
渡邊委員 ・調査項目のうち、質問紙調査において、学校

の授業の予習、復習をしているかについては、

学習塾での予習、復習も含まれるのか。 
事務局 ・学習塾での予習、学習も含まれる。 
教育長職務代

理者 
・松伏町は、地域で学ぶ雰囲気が乏しく民間の

学習塾も充実していないため、家庭での学習に

は限界がある。児童、生徒の学習が点数に繋が



るよう、今一度調査結果を分析しながら細やか

にバックアップをしていただきたい。 
事務局 ・しっかりとバックアップ体制を整えながら、

学力、人格ともにバランスの取れた、将来に渡

って自己実現出来るようサポートしていきい。 
町長（議長） 質問等を求める。 
谷ケ﨑委員 ・学力調査について、分析するだけではなく、

結果に基づき問題を解き直して指導、復習をす

る等、きちんと理解して終わりにすることが必

要と考えるが、家庭に問題を持ち帰ることが出

来ず、数値的な結果のみの返却では有効活用が

出来ない。 
事務局 ・学力調査の問題用紙については、県から回収

を求められており、現場に回答用紙が残らない。

理由は、当該問題用紙に記載されている問題の

一部を、次年度以降にも出題することがあり、

問題用紙を各学校で保管し対策されると、次年

度以降において正確な調査を行えなくなるから

である。数値的な結果から類似問題等を用いて

対処していきたい。 
町長（議長） その他意見・質問等を求める。 
構成員 【意見・質問なし】 

５ その他 事務局 ・放課後子ども教室について、現在２６名が通

っており、前半に学習活動、後半に運動等を行

っているところである。 
・障がいを持つ児童については、先生方が工夫

しながら対応している。 
事務局 ・小規模特認校について、現時点で次年度入学

希望の１年生が２名いる。更に、申請書を取り

に来校された方が４名いた。 
６ 閉会 教育長職務代

理者 
会議の閉会の挨拶 

事務局 会議の閉会を宣言 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
 上記記載事項は、平成２９年１０月１８日松伏町役場本庁舎第２会議室において開

催した、平成２９年度第２回松伏町総合教育会議の内容を記録したものに相違ないこ

とを認め、ここに署名する。 
    
         平成２９年１２月５日 
 
 
           署名人の職・氏名   町   長  鈴 木  勝    

 
 
           署名人の職・氏名   教育長職務代理  若盛 正城    

 


